
日時 令和４年５月３０日（月）１０：００～

場所 白石市防災センター２階　大会議室

１． ヤマト運輸株式会社との包括連携協定締結式

２． 白石城災害復旧工事見学会の実施について

３． 令和の時代の新しい学校の在り方を探るための実証実験（R4）

４． ６月定例会への提出議案について

【記者会見の動画配信について】

記者会見の模様を記者会見終了後に動画配信させていただきます。
記者の皆さまもご理解願います。

定　例　記　者　会　見　資　料

白　石　市



 

白石市とヤマト運輸株式会社との 

包括連携協定締結式について 
 

  

                       日 時：令和４年５月３０日（月曜日）１０時～ 

                          会 場：防災センター２階 会議室 

 

〇協定締結の経緯 

本市では、令和３年度を初年度とする今後 10 年間の本市の目指す将来像とまち

づくりの方向性についての指針となる「第六次白石市総合計画」を策定いたしまし

た。 

「第六次白石市総合計画」では、本市の目指す将来像を「人と地域が輝き、とも

に新しい価値を創造するまち しろいし」と定め、市民一人ひとりがその個性や能

力を発揮しながら、地域づくりの担い手として活躍するとともに、新たな視点で

様々な地域資源や魅力を発見し、育て、高め合うことで、新しい価値を創造し、ま

ちへの誇りと愛着をもって暮らしていくことができるまちを目指しておりますが、

重点戦略として位置付けている「住民主体の地域づくり戦略」の実現を推進するた

めには、民間事業者様との連携協力が必要不可欠であります。 

ヤマト運輸株式会社様との連携協力のもと、地域の高齢者や子どもへの見守り、災

害発生時における様々なご支援等に関し、包括連携協定を締結し、持続可能なまちづ

くりの推進を行うものです。 

 

〇協定締結式 

   締結者  白石市・・山田裕一白石市長 

 ヤマト運輸株式会社新宮城主管支店・・妹尾支店長 

 協定項目 

(１) 安全・安心な地域づくりに関すること 

(２) 災害対策に関すること。 

(３) その他、市民サービス向上等に関すること 

 

〇参考 

白石市と地域活性化に関する包括連携協定を締結済の事業所等 

（ヤマト運輸株式会社で１０例目となります） 

仙南信用金庫、あいおい同和ニッセイ損害保険株式会社、みやぎ生活協同組合、

株式会社セブン－イレブン・ジャパン、仙台大学、日本郵便株式会社、 

七十七銀行、白石高等学校・中小企業家同友会・東北財務局、大塚製薬株式会社 
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令和４年５月定例記者会見資料 

 

白石城災害復旧工事見学会の実施について 

 

                     担当：市民経済部まちづくり推進課 

                         

令和４年２月１４日より進めている白石城災害復旧工事の見学会を開催します。 

見学会では、復旧工事の施工業者である株式会社安藤・間 東北支店の協力により、

天守閣の外部に見学用の仮設通路を設置し、天守閣の２階外部の漆喰壁や屋根瓦など

を見学できます。 

 普段ではなかなか見ることのできない、日本の伝統的な工法を用いた漆喰壁の補

修状況や、白石城の屋根瓦を間近で見学できますので、この機会にぜひご覧くださ

い。 

 

 

［主催］公益財団法人 白石市文化体育振興財団 

 

［共催］白石市、株式会社安藤・間 東北支店 

 

［開催日］令和４年 ６月１７日（金）・１８日（土）・１９日（日） 

            ２４日（金）・２５日（土）・２６日（日） 

          ７月 ８日（金）・ ９日（土）・１０日（日） 

            ２２日（金）・２３日（土）・２４日（日） 

          ８月 ５日（金）・ ６日（土）・ ７日（日） 

計１５回 

     ※土曜日及び日曜日は休工日のため、作業は行われておりません。 

 

［見学時間］１０時３０分から１２時００分まで 

 

［見学人数］各日 ２０名程度 （事前予約が必要です） 

      申込先：白石城管理事務所 

電 話  ０２２４－２４－３０３０ 

ＦＡＸ  ０２２４－２４－３０３３ 

 

［事前公開］見学会初回（６月１７日）の９時３０分から１０時３０分まで、報道

機関の事前撮影時間を設けます。撮影の際は、必ずヘルメットを着用

ください。 
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［その他］ 

１）見学会は無料です。見学会参加者には白石城の漆喰壁のプレゼントあり。 

 

２）見学会は天候の状況（雨天及び強風）により中止となる場合がございます。 

 

３）新型コロナウイルス感染症の感染防止対策のため、一度に見学できる人数を

制限させていただきます。 

 

４）復旧工程の都合により、見学会当日に壁の補修作業を行っていない場合があ

りますので、ご了承ください。 

 

５）見学会参加者限定で、オリジナル弁当（1,300 円）を販売します。見学会申し

込み時に注文を受付いたします。 

 

 ６）なお、見学に当たっての注意事項等については、白石城のホームページでお

知らせします。 

 

 

【参考】 

 白石城災害復旧工事 

  工  期：令和３年１２月２７日から令和４年９月３０日まで 

  請負業者：株式会社安藤・間 東北支店 

  工事内容：漆喰壁の補修 

       ３階高欄手摺補修 

       屋根瓦の点検・補修 
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［別紙資料］ 

令和４年５月定例記者会見資料 

 
「令和の時代の新しい学校の在り方を探るための実証実験（R4)」について 

 
担当：教育委員会学校管理課 

 
令和３年度を始期とする「第六次白石市総合計画」では，本市の目指す将来像を「人と地域が輝き，

ともに新しい価値を創造するまち しろいし」と定め，その実現に向け，「ひとづくり」を基本的視点

の一つとしています。 

教育分野においては，子ども一人ひとりの個性や能力を伸ばすことができるよう，質の高い学校教

育の推進を掲げております。そのような中，本市では，市独自の学力調査・意識調査を含めた学力向

上の取組等の事業を推進しております。また，市内すべての小・中学校の普通教室にエアコンを完備

した生活環境，及び，個別最適化の学びを見据えた１人１台タブレット端末の配備とその活用のため

の学習ドリルの導入等，学習環境の整備を進めてまいりました。 
 また，昨年度，学校現場から提案があり，「ひとづくり」を視点とした取組として，新たな学校運

営の在り方を探るため，市内の小・中学校において「令和の時代の新しい学校の在り方を探るための

実証実験」を行いました。今年度は，その狙い及び昨年度の成果と課題を踏まえた実証実験から今年

度末に提言を行うこととなっております。 

 
【昨年度（Ｒ３）の意識調査結果（抜粋）】 
・小学校教員に対する「放課後にゆとりができたか」の質問で，以前よりできたの回答は 69 

％，「子供と向き合う時間が増えたか」の質問で，以前より増えたの回答は 57％。 
 →児童と向き合う時間確保の改善，及び児童理解，学級経営の充実， 
・「年度始めの新しい学校生活は生活しやすくなった」という質問に対し，生活しにくくな 

ったと否定的な回答をした小学生は 12％。 
 →放課後のゆとりが，心の時間と余裕，友達との関わりや家族と会話，手伝いの時間の増 

 加に影響 
・５時間授業に対する中学生，保護者，教師の肯定的評価は約 80％。 
 →日常の放課後の時間設定の在り方には肯定的 
 →時間ができ，学習や趣味の時間に使っている（生徒） 
 →家族で一緒に何かをする時間が増えた（保護者） 
 →個別の学習支援や教育相談を計画的に実施できている（教師） 
■課題 
 ・時間ができた分，家庭での過ごし方について，ゲームやテレビ等に費やす時間が増えた 
  児童生徒も見られた。 
 ・実証実験に対し，どのような取り組みを学校でしているのか見えない部分が多い。 
  →実証実験の狙いを家庭に周知し，連携を図りながら進めていくこと。 
  →児童生徒が時間や行動を自己管理能力を高めていく手立てを講じていくこと。 
  →家庭への理解及び連携を一層図っていくこと 

 
１ 目 的 

  放課後の時間にゆとりをもたせることにより，児童生徒の多様な活動の充実を図るとともに， 

教師が子供と向き合う時間を確保する。 
  各学校種における実証実験の目的は以下のとおりです。 
 
 ⑴ 小・中共通 

  ① 児童生徒と向き合う時間を確保する。    
  ② 非認知能力（自己効力感等）を高める取組を実践する。 

  ③ 学びの支援をとおして学習意欲の向上を図る。 

  ④ 学校の働き方改革について探る。 
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 ⑵ 小学校 

① 新学期４月，５月の６時間授業の日を５時間授業として放課後にゆとりをもたせ，学級づ

くりや児童理解に努める時間を確保し，実態を踏まえた学級経営や多様な活動に重点的 

に取り組む。 

  ② 放課後に学習の補習時間を設定し，苦手な分野を克服する時間とする。 

  ③ 教員間の「教え合い」「学び合い」等の研修の在り方について探る。 

 ⑶ 中学校 

① ５時間授業の日を設定し，放課後にゆとりをもたせることで，教師と生徒が関わる時間を

確保し，生徒が安心感を持って諸活動に取り組むことができるようにする。 
② 生徒一人一人に応じた指導（生活・学習）の充実を図るようにする。 
③ 行事の準備や学級・委員会などの活動を行う日と部活動に打ち込む日を分けて設定し，め

りはりのある学校生活を送ることで，より集中して学習や行事，諸活動に取り組むことが

できるようにする。 

 
２ 期 間   令和４年４月１日から令和５年３月３１日 

 
３ 実施校   白石市立白石第一小学校   白石市立白石第二小学校 

        白石市立越河小学校     白石市立大平小学校 

        白石市立福岡小学校          白石市立深谷小学校 

        白石市立小原小学校 

         
        白石市立白石中学校     白石市立福岡中学校 

        白石市立小原中学校     白石市立東中学校 

 
４ 時間の確保 

  長期休業日を以下のように授業日に振り替えることで教育活動にゆとりをもたせる。 
 
授業日へ変更 

 

 
小学校 

 

 
白石中学校 
東中学校 

 
小原小・中学校 

    福岡中学校 
 

夏季休業 
 
 
 

 
・7 月21 日，22日， 

 8 月 22 日，23日 

 （午前授業） 
 

 
・7 月25 日～7 月 29日 

・8 月 1日【授業公開】 

（午前授業） 
・8 月 22日，23日 

 
・7 月 25日～7 月 29日 

 （午前授業） 
・8 月 22日，23日 
 

 
秋季休業 

 
 

 
・10月 11 日，12日 

 
・10月 11 日，12日 

 
冬季休業 

 
 

 
・1 月 6日 

 
・1 月 6日 

 
計 

 

 
４日間 

 

 
１１日間 

 

 
１０日間 

 
 
５ その他 

 ⑴ 授業日に変更した日については，給食センターとの調整を図り，給食を提供する。 

 ⑵ 実証実験の実施に当たっては，保護者，児童生徒及び教職員から十分な理解を得る。 

 ⑶ 効果や課題等について年２回検証を行い，８月及び１月に書面にて教育委員会に報告する。 
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【参考資料】

１　小学校

第１学年 ２４時間 ／週 ①～㉔

第２学年 ２５時間 ／週 ①～㉕

第３学年 ２７時間 ／週 ①～㉗

第４学年 ２９時間 ／週 ①～㉙

第５学年 ２９時間 ／週 ①～㉙

第６学年 ２９時間 ／週 ①～㉙

月 火 水 木 金

１時間目 ① ② ③ ④ ⑤

２時間目 ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

３時間目 ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮

４時間目 ⑯ ⑰ ⑱ ⑲ ⑳

５時間目 ㉕ ㉑ ㉒ ㉓ ㉔

６時間目 ㉖ ㉗ ㉘ ㉙

○新学習指導要領で定められている年間総授業時数に基づく、市内小学校
の週時程の例
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時刻 予定 月 火 水 木 金 土 日 時刻 予定 月 火 水 木 金 土 日

13:35

14:25
５校時 授業 授業 授業 授業 授業

13:35

14:25
５校時 授業 授業 授業 授業 授業

14:50
清掃 清掃 清掃 清掃

16:00
帰りの会 帰りの会 帰りの会 帰りの会 帰りの会 帰りの会

帰りの会
16:00

帰りの会
16:00

諸活動
（会議）

生徒と向き
合う時間

17:00 下校 下校 下校 下校 下校 下校

18:00 下校 下校 下校 下校 下校 下校

19:00

ノー部活デー

月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月

下校時刻 17:45 18:00 18:00 18:00 18:00 下校時刻 17:00 17:00 17:00 17:00 17:00

※日没に合わせて設定（月によって変動する） ※下校時刻一定（保護者も分かりやすい、予定が立てやすい）

学校の働き方改革

16:45

９月

17:00

18:00
ノー部活デー ノー部活デー

部活動等

部活動等部活動等部活動等

２　中学校

【参考資料】

14:35
  授業
15:25

15:00
帰りの会 

  清掃
15:50

 
  清掃
15:50

部活動等

清掃

部
活
動
（
ど
ち
ら
か
一
日
）
３
時
間

17:30
17:45

部活動等 部活動等 部活動等
諸活動
会議

清掃

授業

部活動等

14:35
  授業
15:25

○　メリハリのある学校生活・・・・学習、部活動、諸活動等、活動にメリハリをつけることで、より集中して取り組むことができる。

○　生徒と向き合う時間の確保・・・多様な活動に取り組むことによる成功体験と失敗体験　→　人間力の向上
　・　学級づくりの時間　　　　　集団の質的向上、事故有用感の向上
　・　生徒会活動の時間　　　　　居場所の確保、奉仕の心　　　　　　　　　　　非認知能力の向上　→　学力向上
　・　各種行事に対する時間　　　自己効力感の涵養、やり抜く強さ、達成感

〈令和３年以前の午後の日程〉 〈令和４年度の午後の日程〉

９月

17:45

14:35

15:25
６校時 授業 授業 授業 授業 部

活
動
（
ど
ち
ら
か
一
日
）
３
時
間

清掃

帰りの会

15:50
清掃 清掃 清掃

帰りの会 帰りの会
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［別紙１］ 

 

令和４年５月専決予算 定例記者会見資料 

 

白石市の緊急経済対策 

 

〇国の給付金 

「子育て世帯生活支援特別給付金」 

新型コロナウイルス感染症による影響が長期化する中、食費等の物価高騰等

に直面する低所得の子育て世帯に対し、特別給付金を支給することにより、そ

の実情を踏まえた生活を支援します。 

 補正予算額 ４８，０８５千円 

・支給対象者 

① 児童扶養手当受給者等（低所得のひとり親世帯） 

② ①以外の令和４年度分の住民税均等割が非課税の子育て世帯等（その他低

所得の子育て世帯） 

※児童一人当たり一律５万円給付。 

※児童扶養手当や児童手当受給者については、プッシュ型（申請不要）により

支給します。家計急変世帯等については、申請を受付後支給します。 

担当：①福祉課、②子ども家庭課 

 

〇市独自の経済対策等 

 ４月２６日に開催された「総合緊急対策（原油価格・物価高騰等に関する関

係閣僚会議）」において、コロナ禍において原油価格・物価高騰に直面する生活

者や事業者の負担軽減を、地域の実情に応じ、きめ細やかに実施できるよう、

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金が拡充され、「コロナ禍に

おける原油価格・物価高騰対応分」が創設されました。 

 本市においては、「新型コロナウイルス経済対策割増商品券事業」「商品券配

布事業」を一体的に進め、住民・事業者双方に対する支援を行います。 

 

「新型コロナウイルス経済対策割増商品券事業」 

新型コロナウイルス感染症及びコロナ禍における原油価格・物価高騰の影響

を受けている地域経済の活性化を図るため、割増商品券を販売します。当初は

２割増としていましたが、３割増に変更するとともに、販売数を拡充すること

で、さらなる地域経済の循環を図ります。 

 補正予算額 ４０，９５０千円 

※５，０００円（６，５００円分）×４０，０００セット 

５００円（参加店どこでも可７枚）＋５００円（小規模店のみ６枚）。 
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「商品券配布事業」 

新型コロナウイルス感染症及びコロナ禍における原油価格・物価高騰の影響

を受けている市内経済の消費喚起と各家庭の経済支援を行うため、市内飲食店

等で利用できる商品券を全市民に配布します。 

 補正予算額 １１１，２５５千円 

・支給対象者 

 全市民 

※３，０００円×３２，４００人 

５００円（参加店どこでも可３枚）＋５００円（小規模店のみ３枚）。 

※７月１日現在、本市の住民基本台帳に記録されている者に対し商品券を配布。 

担当：商工観光課 
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第４５６回白石市議会定例会提出議案件名一覧 

                   

番   号 件            名 

 第４０号議案 教育委員会委員の任命について 

 第４１号議案 専決処分の承認を求めることについて（専決第１１号）      

（令和４年度白石市一般会計補正予算） 

 第４２号議案 専決処分の承認を求めることについて（専決第１２号）      

（令和４年度白石市一般会計補正予算） 

 第４３号議案 白石市犯罪被害者等支援条例 

 第４４号議案 白石市議会議員及び白石市長の選挙における選挙運動の公費負担に関

する条例の一部を改正する条例 

 第４５号議案 平成２３年東日本大震災による災害被害者に対する白石市税の減免に

関する条例の一部を改正する条例 

 第４６号議案 平成２３年東日本大震災による災害被害者に対する白石市介護保険料

の減免に関する条例の一部を改正する条例 

 第４７号議案 新型コロナウイルス感染症の影響により収入が減少したこと等による

白石市国民健康保険税及び介護保険料の減免に関する条例の一部を改

正する条例 

 第４８号議案 白石市心身障害児就学指導審議会条例の一部を改正する条例 

 第４９号議案 令和４年度白石市一般会計補正予算（第３号） 

 第５０号議案 令和４年度白石市国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 

 第５１号議案 令和４年度白石市介護保険特別会計補正予算（第２号） 

 第５２号議案 令和４年度白石市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 
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担当：総務部財政課

（単位：千円）

補正前の額 補　正　額 総　　　額

16,125,647 818,151 16,943,798

国 民 健 康 保 険 3,785,768 4 3,785,772

介 護 保 険 3,984,809 10 3,984,819

後 期 高 齢 者 医 療 463,255 509 463,764

計 8,233,832 523 8,234,355

24,359,479 818,674 25,178,153

６月補正の主な事業及び金額

一般会計 （単位：千円）

金　　　額

298,357

167,942

149,676

30,000

101,814

400

6,510

〇新型コロナウイルスワクチン４回目接種について

令和４年度６月補正予算概要

会　　計　　名

一 般 会 計

特

別

会

計

〇福岡中学校外壁等改修事業

〇レガシープロジェクト推進事業

〇水芭蕉の森木道改修事業

　令和４年度６月一般会計補正予算額は ８億１，８１５万１千円で、累計では１６９億
４，３７９万８千円となります。
　今回の補正予算は、３月に発生した地震に関連する災害復旧事業や災害廃棄物処理事
業、福岡中学校校舎改修事業、新型コロナウイルスワクチン接種事業など、必要な経費
を計上しております。
　事業別の詳細は、別紙２～８のとおりです。

合　　　　　　計

〇犯罪被害者等支援事業

　災害廃棄物処理事業（損壊家屋等の公費による解体）

　文教施設災害復旧事業

〇災害関連事業

事　　　　　　　　　　業　　　　　　　　名
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［別紙２］ 

令和４年６月議会 記者会見資料 

令和４年度６月補正予算関係 

 

災害廃棄物処理事業（損壊家屋等の公費による解体） 

 

担当：市民経済部市民生活課 

 

令和４年３月１６日福島県沖を震源とする地震により、本市においても多くの家屋

が全壊または半壊するなどの甚大な被害が認められました。それに伴い、生活環境

保全上の支障の除去、二次災害の防止及び被災者の生活再建支援を図るため、国の「災

害等廃棄物処理事業費補助金」を活用し、損壊した被災家屋等の所有者の申請に基づ

き、公費による解体及び撤去等を実施いたします。 

 

○事業概要 

１ 対象者 

  令和４年３月１６日に発生した地震により被災し、家屋等について「全壊」「大

規模半壊」「中規模半壊」「半壊」の判定を受けた方のうち、公費による損壊家

屋等の解体・撤去を希望する方 

 

２ 損壊家屋等の解体希望者数（５月２０日時点） 

  公費解体 … 市により損壊家屋等を解体・撤去するもの（４３名） 

  費用償還 … 損壊家屋等を自らの費用負担により解体・撤去した方に対し、後

日費用を償還するもの（１５名） 

 

 

［歳出］ ４款 衛生費  ２項 清掃費  １目 清掃総務費 

          ４事業 災害廃棄物処理事業 

    １０節 需用費                   ３２千円 

    １２節 委託料              ２１５，７９７千円 

    １８節 負担金補助金及び交付金       ８２，５２８千円 

                                         合計 ２９８，３５７千円 
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［別紙３］ 

令和４年６月議会 記者会見資料 

令和４年度６月補正予算関係 

 

文教施設災害復旧事業(公立学校施設・社会教育施設) 

 

担当：教育委員会 

    学校管理課・学校給食センター 

    生涯学習課 

 

令和４年３月１６日福島県沖を震源とする地震により、市内小中学校等の学校施設

や古典芸能伝承の館などの社会教育施設等に甚大な被害が認められました。 

被害を受けた教育施設の災害復旧を早急に行い、学校教育及び社会教育の適切か

つ円滑な実施を実現するとともに、児童生徒及び利用者の安全・安心を確保するた

め、関連事業費を６月の市議会定例会に予算を計上するものです。 

 

○事業概要(学校教育施設) 担当課：学校管理課、給食センター 

施 設 名 主 な 被 害 内 容 

白石第二小学校 
防火シャッターゆがみ、体育館オーバースライダ―破損、体育館壁

ひび割れ、床の隆起、昇降口前平板タイルずれ、駐車場アスファル

ト舗装等のひび割れ、門柱転倒 など 

大平小学校 校舎外壁及び体育館外壁のひび割れ 

深谷小学校 体育館外壁・内壁ひび割れ 

小原小中学校 体育館内壁の浮き及び外壁の破損、校舎裏側溝のずれ、記念碑転倒 

白石中学校 
体育館壁破損、バスケットゴール歪み、エキスパンションジョイン

トの破損、校舎昇降口タイル破損、門柱傾き 

東中学校 校舎２階、３階ホール遠赤外線暖房機配管及び天井ボードの落下 

学校給食センター センター内壁・外壁ひび割れ 

 

［歳出］１１款 教育費  ３項 文教施設災害復旧費 

     １目 公立学校施設災害復旧費     

２、３事業 公立学校施設災害復旧事業 

 １０節 需用費                   １８０千円 

        １２節 委託料 工事監理費           ４，９５０千円 

     １４節 工事請負費             １４７，０００千円 

                       合計 １５２，１３０千円 
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○事業概要(社会教育施設) 担当課：生涯学習課 

施 設 名   主 な 被 害 内 容 

文化財資料整理室 壁ひび割れ 

文化財資料収蔵庫 天井破損、壁・床ひび割れ、照明器具破損 

世良修蔵の墓 灯ろう・外柵倒壊、墓石ずれ 
大鷹沢公民館 玄関タイル破損、ドアゆがみ 
古典芸能伝承の館 
「碧水園」 

茶室屋根瓦崩落、能楽堂天井・壁ひび割れ、石垣崩落、灯ろう転倒 

旧斎川小学校体育

館 
犬走り等ひび割れ 

小原コツブガヤ 周辺樹木の倒れ 

 

［歳入］２２款 市債                １２，４００千円 

［歳出］１１款 教育費  ３項 文教施設災害復旧費 

   ２目 社会教育施設災害復旧費     

５事業 社会教育施設災害復旧事業 

    １０節 需用費                ２，３３０千円 

    １１節 役務費                   ６０千円 

    １４節 工事請負費             １３，４２２千円 

                                            合計  １５，８１２千円 
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［別紙４］ 

令和４年６月議会 記者会見資料 

令和４年度６月補正予算関係 

 

福岡中学校外壁等改修事業 

 

担当：教育委員会学校管理課 

○事業概要 

昨年８月に福岡中学校西側外壁の剥落が確認され、他にも剥落している箇所や鉄骨

が露出している箇所が確認されたことから、昨年１２月の市議会定例会に福岡中学校

校舎改修調査・設計業務に係る予算の議決いただき、外壁の状況について詳細な調査

を実施しました。 

今般、調査・設計業務が完了したことから、調査結果を基に、国庫補助金を活用し

て事業を実施するものであり、外壁改修工事費及び屋上防水工事費など関連事業費に

ついて、６月の市議会定例会に計上しています。 

学校施設は、生徒が学習や生活の場として日常の大半を過ごすことから安全・安心

な教育環境を確保することを最優先とし、あわせて災害時には地域住民の避難場所と

しての重要な役割も果たすことから防災機能強化を図るものです。 

 

１ 事業場所 

白石市立福岡中学校（白石市福岡長袋字山ノ下２５）  

２ 事業内容 

調査の結果、第三者被害を誘発する危険箇所を有し早急な対策が必要とされる昇

降口付近の西側と鉄骨の露出が多く確認された南側の外壁の改修工事及び屋上防

水工事を行う。 

３ 工期（予定） 令和４年７月～令和５年３月  

 

［歳入］ 国庫支出金  学校施設環境改善交付金      ４２，５５８千円 

     市債                      ７６，６００千円 

［歳出］１０款 教育費  ３項 中学校費  １目 学校管理費 

         ４事業 中学校管理運営費事業 

    １０節 需用費                   １，０００千円 

    １２節 委託料  福岡中学校外壁等改修工事監理費  １，８２６千円 

    １４節 工事請負費  福岡中学校外壁等改修工事 １４６，８５０千円 

                                               合計 １４９，６７６千円
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［別紙５］ 

令和４年６月議会 記者会見資料 

令和４年度６月補正予算関係 

 

水芭蕉の森木道改修事業 

 

担当：建設部都市創造課 

 

「水芭蕉の森」は蔵王国定公園内に位置し、自然公園として平成４年に開園しまし

た。市民はもとより、県内外からの来訪者が四季を通じて来園し、南蔵王の大自然を

楽しむことができる貴重な園地となっています。特に４月に咲く水芭蕉は駐車場から

近く、気軽に観察できることや、整備された木道により間近に観察ができることもあ

り、毎年多くの方が来園されます。 

 園内に整備された散策用の木道は開園以来修繕を繰り返し行ってきましたが、経年

劣化や災害による破損が顕著になってきており、来園者の安全を確保するために改修

が必要な状況になっています。 

そこで、宮城県市町村振興総合補助金を活用し、設置されている木道の一部区間（総

計画距離５３０ｍ、うち令和４年度実施予定８３ｍ）を自然木から、プラスチック製

の擬木へと改修いたします。 

これにより施設の長寿命化を図るとともに、さらに魅力的な観光地を目指すもので

あります。 

 

〇事業概要 

１ 実施場所  白石市福岡深谷字白萩山 地内 

 

２ 事業概要  「水芭蕉の森」の木道５３０ｍの改修 

        令和４年度は８３ｍの改修を予定 

     

［歳入］ 県支出金 

          市町村振興総合補助金             １４，５０１千円 

 

［歳出］ ８款 土木費  ４項 都市計画費  ２目 公園費 

２事業 公園維持管理経費  

１４節 工事請負費              ３０，０００千円 
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［別紙６］ 

令和４年６月議会 記者会見資料 

令和４年６月補正予算関係 

 

新型コロナウイルスワクチン４回目接種について 

 

担当：新型コロナウイルスワクチン接種対策室 

 

新型コロナウイルスワクチンの感染者は依然として高止まりの傾向であり、ワクチン

は接種後の時間経過とともに有効性や免疫力が低下することが報告されております。 

４回目接種の対象者は、追加接種（３回目）後５か月を経過した６０歳以上の者及び

１８歳から６０歳未満で基礎疾患を有する者その他感染した場合に重症化リスクが高

いと医師が認める者とされております。 

 

① 高齢者施設入居者等の接種実施日程等 

接種開始日 令和４年６月下旬 

接種場所  各施設 

 

【参考】 

※追加接種（３回目）の実施期間 

 令和４年１月２６日 社会福祉法人伯和会   

     〃     特別養護老人ホーム八宮荘 

     〃     社会福祉法人栄世会ひだまり 

 以降おおむね２月中に実施済（従事者含む１，０００人） 

 

② 集団接種会場の接種実施日程等 

接種開始日  令和４年７月下旬 

接種場所等  ホワイトキューブＡアリーナ 午後１時～４時 

接種券発送  追加接種から５か月経過時期予定 

予約開始日  接種開始日のおおむね２週間前予定 

予約方法等  電話（フリーダイヤルとインターネット） 午前９時～午後５時 

使用ワクチン ファイザー社製及びモデルナ社製 

    

【参考】 

※追加接種（３回目）の実施期間 

 令和４年２月１４日～５月１８日まで 

 接種実績２０，３５３人 

（ファイザー社製１３，１８０人・モデルナ社製７，１７３人） 
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［歳入］ 国庫支出金                １０１，７９４千円 

     諸収入                       １９千円 

［歳出］ ４款 衛生費  １項 保健衛生費  ３目 予防費 

        １７事業 新型コロナウイルスワクチン接種事業 

     ４節 共済費                    １６２千円 

     ７節 報償費                    ７５５千円 

    １０節 需用費                  ２，１８５千円 

    １１節 役務費                  ３，４１３千円 

    １２節 委託料                 ８４，５１０千円 

    １３節 使用料及び賃借料            １０，７８９千円 

                                      合計     １０１，８１４千円 
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［別紙７］ 

令和４年６月議会 記者会見資料 

令和４年度６月補正予算関係 

 

犯罪被害者等支援事業 

 

担当：総務部危機管理課 

 

 犯罪被害者等支援事業は、犯罪被害者やその家族が受けた被害の軽減と回復を図

り、安全安心な地域社会の実現に寄与することを目的に「白石市犯罪被害者等支援

条例」を新たに制定し、犯罪被害者等へ経済的な支援を行おうとするものです。 

国の「第４次犯罪被害者等基本計画」が令和３年４月に策定されて以降、全国の

市町村でも犯罪被害者等を支援する機運が高まってきました。宮城県内でも、令和

３年度に大衡村や山元町などで条例を制定するなど、犯罪被害者等への支援の動き

が広まってきています。 

本市でも、犯罪被害者等基本計画等の理念に則り、本条例を制定することで、安全

安心なまちづくりを今後も推進していきます。 

 

○白石市犯罪被害者等支援条例の概要 

１ 犯罪被害者等の相談窓口 

総務部危機管理課を相談窓口とします。 

２ 支援金の支給 

   遺族支援金、傷害支援金、死体検案書等作成支援金の３種類の支援金を支給し

ます。 

３ 支援金の額 

   遺族支援金 ３０万円  傷害支援金 １０万円 

死体検案書等作成支援金 上限１０万円 

４ 支給対象者 

犯罪行為が発生した時に市内に住所を有していた被害者又は被害者の遺族を

支給対象とします。 

 

［歳出］  ２款 総務費  １項 総務管理費  ２１目 諸費 

          ３事業 一般管理的経費 

     １９節 扶助費                  ４００千円 
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［別紙８］ 

令和４年６月議会 記者会見資料 

令和４年度６月補正予算関係 

 

レガシープロジェクト推進事業 

 

担当：教育委員会生涯学習課 

 

○事業概要 

「白石市レガシープロジェクト」は生涯学習課を事務局とし、白石市文化財愛護友

の会・文化財保護委員会、文化体育振興財団を構成員とする「白石市レガシープロジ

ェクト実行委員会」が文化庁から文化芸術振興費補助金「地域文化財総合活用推進事

業」の採択を受け、令和 3 年度から令和 7 年度にかけて文化遺産の継承や活用を図り

ながら地域への愛着や誇りを醸成しようとするものです。 
令和４年度は「まちあるきガイド養成事業」及び体験イベント等による「地域文化

遺産普及啓発事業」、映像や画像による「地域文化遺産記録化事業」に取り組む予定と

なっており、同プロジェクト実行委員会に補助金を交付しようとするものです。 

 

〇令和４年度事業について 

 ◆まちあるきガイド養成事業（中級編）   

令和 3年度までに「まちあるきガイド」として認定された方々を対象に、「中級編」 

として知識や技術・対応能力を向上させ、より質の高い経験を提供できる人材とし 

て育成しようとするものです。ガイド活動の重点エリアは本市メインの観光エリア 

である東北本線白石駅から白石城周辺とします。 

◆体験イベント等による「地域文化遺産普及啓発事業」 

 宮城県指定有形文化財「旧小関家住宅」の茅屋根葺き替えに合わせ、茅屋根の構

造や茅葺技術の見学・体験ができる機会の提供や、白石市指定民俗文化財「小原の

百矢納め」記録映像の公開などを計画しています。 

◆映像や画像による「地域文化遺産記録化事業」 

 市内の有形・無形文化財のデジタル映像・画像による記録化と公開を図ります。 

   映像記録・・・「旧小関家」茅屋根葺き替え  

   画像記録・・・白石和紙関連資料(紙子・紙布織等和紙製品)  

  
［歳入］ 諸収入 

          白石市レガシープロジェクト推進事業費補助金精算金 ５，３３８千円 

［歳出］ １０款 教育費  ５項 社会教育費  ４目 文化財保護費 

          １２事業 レガシープロジェクト推進事業 

     １８節 負担金補助及び交付金 

           レガシープロジェクト推進事業費補助金      ６，５１０千円 
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